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西
本
願
寺
所
藏
の
黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
援
書
-
天
文
五
年
の
證
如
上
人
筆
-
井
川
定
慶
一
、
存
覺
袖
日
記
知
恩
院
所
蔵
の
法
然
上
人
行
歌
繪
圖
四
十
八
巻
(國
寳
)
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
元
祿
年
間
刊
行
さ
れ
た
鹿
谷
法
然
院
忍
澂
の
『御
傅
縁
起
』
に
基
く
徳
治
二
年
頃
(上
人
滅
後
九
五
年
ー
西
紀
一
三
〇
七
)
読
が
定
説
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
近
年
史
學
の
發
達
に
伴
ふ
自
由
研
究
思
想
に
よ
つ
て
學
界
に
諸
種
の
異
読
が
生
れ
た
。
内
藤
湖
南
博
士
の
如
き
は
室
町
末
葉
を
唱
え
ら
れ
、
宗
門
學
者
の
間
に
も
、
幾
多
の
新
読
が
出
て
從
來
の
鎌
倉
末
作
成
に
疑
問
を
抱
く
も
の
が
だ
ん
ぐ
多
く
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
存
覺
の
『
袖
日
記
」
が
公
表
さ
れ
其
の
申
に
コ
黒
谷
四
十
八
巻
繪
詞
料
紙
事
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
つ
て
初
め
て
以
上
の
諸
読
は
霧
消
さ
れ
た
肇
あ
る
。
そ
し
蕣
昌
の
『述
懐
鈔
』第
二
+
「
吉
水
灣
述
作
事
」
(
譌
藷
四
の
)
に
今
不
レ圖
勅
命
ヲ
ウ
ケ
法
然
上
人
ノ
勸
化
ヲ
書
圖
二
寫
シ
彌
陀
稱
名
ノ
本
願
ヲ
巻
軸
二
顯
ハ
ス
事
偏
へ
一二
念
彌
陀
佛
即
滅
重
罪
云
ヒ
と
自
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
堺
旭
蓮
肚
澄
圓
の
『淨
土
十
勝
節
箋
論
』
巻
上
乾
中
の
「持
名
最
上
勝
」
の
段
に
と
く
從
上
引
上
人
法
語
人
皆
知
レ之
、
汝
胡
不
レ見
乎
。
匪
二
啻
小
師
獨
得
プ
之
。
又
知
恩
院
別
當
法
印
大
和
尚
位
舜
昌
、
得
レ之
而
爲
二租
師
行
状
書
圖
之
詞
一
西
本
願
寺
所
蔵
の
黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
援
書
四
七
四
八
ご
と
も
再
硫
認
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
ま
で
は
是
等
舜
昌
や
澄
圓
の
記
述
を
後
世
よ
り
の
加
筆
若
し
く
は
僞
作
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
偖
て
存
覺
(
一
二
九
〇
i
一
三
七
三
)
は
本
願
寺
三
世
覺
如
の
長
子
で
あ
る
。
當
時
は
親
鸞
の
大
谷
墓
所
が
鳥
部
野
か
ら
こ
こ
に
移
建
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
で
本
願
寺
と
い
ふ
名
さ
え
も
漸
く
創
稱
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
で
あ
つ
て
父
覺
如
宗
主
の
甞
め
た
苦
難
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。
親
鸞
の
遺
骨
が
吉
水
の
北
邊
(今
の
知
恩
院
崇
泰
院
境
内
)
に
改
葬
さ
れ
て
所
謂
る
大
谷
廟
堂
を
つ
く
り
影
像
を
安
置
し
た
の
は
聖
人
の
女
で
あ
る
覺
信
尼
と
聖
人
の
門
弟
と
の
協
力
に
よ
つ
て
法
然
廟
下
に
近
付
く
意
圖
に
基
く
と
考
え
ら
る
。
繭
來
慶
長
八
年
知
恩
院
の
擴
張
に
當
り
、
江
戸
幕
府
の
命
に
よ
つ
て
親
鸞
の
廟
所
が
今
の
東
山
五
條
坂
に
移
る
ま
で
存
續
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
間
、
知
恩
院
と
本
願
寺
と
は
お
互
に
親
近
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
想
い
浮
べ
る
こ
と
が
あ
る
。
知
恩
院
法
然
上
人
影
像
が
應
仁
の
亂
を
避
け
て
江
洲
伊
香
立
(今
の
新
知
恩
院
)
に
移
し
て
い
た
と
こ
ろ
亂
治
ま
つ
て
文
明
十
六
年
三
月
に
は
京
都
の
故
地
に
戻
り
蒲
生
秀
紀
の
寄
進
で
影
像
の
修
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
知
恩
院
文
書
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
其
の
際
に
影
像
の
衣
色
が
香
衣
色
に
塗
り
更
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
は
「墨
染
の
聖
者
」
と
稱
せ
ら
れ
た
法
然
上
人
に
は
相
應
し
く
な
い
と
い
ふ
の
で
文
明
十
九
年
正
月
本
願
寺
蓮
如
は
弟
子
順
哲
を
使
は
し
て
其
の
異
形
を
確
め
更
に
後
日
蓮
如
上
人
自
ら
知
恩
院
周
譽
珠
琳
(
二
十
二
世
)
に
あ
つ
て
話
し
あ
い
も
と
の
緇
衣
に
復
醤
せ
し
め
「
此
當
院
榮
昌
之
徴
也
。
仍
膾
二
錢
千
疋
一賀
レ
之
。」
し
た
と
こ
ろ
、
果
せ
る
か
な
「明
日
禁
廷
供
二金
若
平
於
像
前
一。
院
主
因
得
レ
再
二修
祀
服
等
一、
深
歎
二師
言
不
ツ
虚
。
」と
い
ふ
一
件
が
『
本
願
寺
通
紀
』
に
記
載
あ
る
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
偖
て
話
を
も
と
に
戻
す
。
親
鸞
墓
堂
の
土
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
と
く
禪
念
(覺
信
尼
の
後
夫
)
が
買
得
し
て
い
た
も
の
を
墓
所
と
す
る
に
際
し
其
の
室
覺
信
尼
に
譲
る
と
共
に
其
の
あ
と
其
れ
を
實
子
一
名
丸
に
譲
る
か
否
か
は
一
に
覺
信
尼
の
意
志
に
任
か
す
と
特
記
し
て
與
え
て
い
る
。
さ
れ
ば
大
谷
の
墓
地
敷
地
は
全
く
覺
信
尼
の
私
有
に
な
つ
て
い
た
も
の
を
禪
念
の
没
後
に
覺
信
尼
は
私
有
を
改
あ
て
宗
祀
親
鸞
の
墓
所
と
し
て
寄
進
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
東
國
門
弟
に
通
達
し
其
の
條
件
と
し
て
此
の
廟
堂
を
預
か
る
留
守
職
は
自
分
の
子
孫
が
繼
承
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
し
て
覺
信
尼
の
あ
と
は
禪
念
の
子
で
な
く
、
先
夫
の
長
子
覺
恵
が
第
二
代
を
つ
ぎ
其
の
長
子
覺
如
が
第
三
代
と
な
る
。
處
が
覺
信
尼
と
禪
念
と
の
間
に
生
れ
て
い
る
唯
善
(覺
恵
の
異
父
弟
・
幼
名
一
名
丸
)
は
父
が
大
谷
の
墓
地
を
提
供
し
て
い
る
因
縁
に
頼
よ
つ
て
大
谷
墓
所
の
管
領
を
企
圖
し
あ
ら
ゆ
る
策
謀
を
巡
ら
し
て
覺
恵
、
覺
如
の
父
子
を
惱
ま
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
覺
如
は
、
東
國
の
門
徒
に
説
き
、
且
つ
支
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
正
安
三
年
(
一
三
〇
一、)
に
は
鹿
島
門
徒
の
長
井
の
導
信
の
請
を
入
れ
て
「拾
遺
古
徳
傳
』
九
巻
を
作
り
法
然
上
人
の
行
状
を
記
す
と
同
時
に
宗
祗
親
鸞
の
行
實
を
併
せ
記
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
祗
徳
顯
彰
と
覺
恵
、
覺
如
を
中
心
と
す
る
大
谷
教
團
の
確
立
に
力
め
て
い
る
。
其
の
後
覺
如
は
青
蓮
院
に
於
て
唯
善
と
對
決
し
て
破
り
大
谷
墓
堂
の
恢
復
に
努
め
漸
く
第
三
代
留
守
職
に
つ
く
べ
き
と
ご
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
乍
ら
一
部
門
徒
が
性
善
な
る
も
の
を
推
し
て
大
谷
を
留
守
せ
し
め
よ
う
と
し
、
ま
た
他
面
に
は
地
方
門
徒
の
間
に
覺
如
を
斥
け
て
其
の
長
子
存
覺
を
留
守
職
に
擁
立
す
る
機
運
が
見
ら
れ
、
遂
に
覺
如
、
存
覺
父
子
義
絶
と
い
う
不
幸
を
さ
え
招
い
て
い
る
。
存
覺
に
は
父
に
背
く
邪
心
は
な
く
、
飽
く
ま
で
、
孝
養
を
盡
し
て
漸
く
父
の
怒
り
を
解
く
こ
と
が
出
來
た
が
、
覺
如
は
第
三
代
留
守
職
と
は
な
り
得
て
も
大
谷
に
安
住
す
る
日
も
短
い
苦
難
つ
づ
き
の
う
ち
に
覺
如
は
觀
應
二
年
(
一.三
五
一
)
正
月
十
九
日
八
十
二
歳
を
も
つ
て
遷
化
す
る
の
で
あ
る
。
(本
願
寺
史
參
照
)
時
は
南
北
朝
の
戰
亂
で
加
茂
川
の
西
や
北
の
方
面
は
こ
と
さ
ら
騒
擾
で
あ
り
大
谷
の
坊
舎
も
窮
迫
の
状
態
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
西
本
願
寺
所
蔵
の
黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
援
書
四
九
五
〇
『
存
覺
袖
日
記
』
に
老
上
人
御
終
焉
、
觀
應
二
年
正
月
十
九
日
酉
之
申
刻
也
一
、
[
凵
廿
一
日
葬
送
ノ
事
河
島
ハ
程
遠
ク
所
整
(務
?
)
ノ
障
リ
ァ
レ
バ
大
祀
舊
例
ニ
マ
カ
セ
延
仁
寺
可
然
問
答
當
住
誓
阿
懇
義
二
取
持
廿
三
日
朝
出
棺
(下
略
)
と
記
し
て
い
る
。
法
印
宗
昭
(覺
如
)
は
今
の
知
恩
院
境
内
崇
泰
院
の
地
に
於
て
入
寂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
本
寺
と
も
い
う
べ
き
知
恩
院
の
誓
阿
が
懇
切
に
お
取
持
し
て
葬
儀
を
送
り
出
し
て
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。
當
住
誓
阿
と
あ
る
け
れ
ど
も
觀
應
二
年
正
月
は
ま
だ
十
世
西
阿
住
職
時
で
あ
る
。
今
知
恩
院
史
を
照
合
す
る
に
、
八
世
如
一
國
師
の
在
住
は
西
紀
一
二
九
三
-
一
三
一二
年
、
九
世
舜
昌
は
一
三
一二
ー
三
五
年
そ
し
て
十
世
西
阿
(
一
三
三
五
1
五
五
)
十
一
世
圓
智
(
一
三
五
五
-
七
)
を
經
て
誓
阿
(
=
二
五
七
-
七
五
)
は
十
二
世
で
あ
る
。
さ
て
『
存
覺
袖
日
記
』
の
「黒
谷
四
十
八
巻
繪
詞
料
紙
事
」
の
年
次
は
い
つ
で
あ
つ
た
か
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
四
十
八
巻
傳
の
作
者
舜
昌
(知
恩
院
九
世
)
の
世
代
に
は
存
覺
は
既
に
立
派
に
活
躍
し
て
い
た
筈
で
あ
る
し
、
知
恩
院
と
本
願
寺
と
は
上
と
下
に
分
れ
て
い
る
が
距
離
も
近
く
葬
邊
の
記
事
か
ら
想
察
し
て
親
近
の
間
柄
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
知
恩
院
所
蔵
の
四
十
八
巻
傳
を
存
覺
に
よ
る
書
寫
は
舜
昌
(九
世
)
の
晩
年
か
西
阿
(+
世
)
の
世
代
で
あ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
『
袖
日
記
』
四
二
に
黒
谷
四
十
八
巻
繪
詞
杉
原
四
半
紙
五
行
定
箜
攣
彎
列
三
+
六
丁
第
二
鞍
勞
刋
三
+
九
丁
第
三
讐
山バ
彎
刋
四
+
五
丁
第
四
聾
茲
男
五
+
丁
第
五
第
六
第
七
第
八
第
九
鱗
響
鸛
男
六
士
〒
篳
齲
獄
勞
列
三
+
八
丁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
存
覺
が
四
十
八
巻
傳
を
書
寫
し
て
い
る
な
ら
ぼ
其
の
父
覺
如
が
撰
述
し
た
『
拾
遺
古
徳
傅
』
九
巻
と
の
作
製
間
隔
は
接
近
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
其
の
存
覺
書
寫
の
繪
詞
が
現
存
の
四
十
八
巻
傅
(國
賓
)
と
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
つ
考
え
で
あ
る
。
存
覺
本
と
現
存
國
寶
本
と
は
共
に
四
十
八
巻
傳
で
あ
つ
て
も
内
容
が
全
く
異
つ
て
い
て
は
舜
昌
作
説
を
ゆ
る
が
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
存
覺
の
書
寫
本
は
現
在
存
否
不
明
で
あ
つ
て
照
合
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
が
唯
一
つ
傍
證
と
な
る
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
西
本
願
寺
蜜
庫
に
天
文
五
年
證
如
上
人
の
奥
書
「
黒
谷
聖
人
繪
詞
抜
書
」
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
存
覺
本
を
う
け
つ
ぐ
も
の
が
西
本
願
寺
現
存
の
西
本
願
寺
所
蔵
の
黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
抜
書
五
一
丶
五
二
證
如
本
で
あ
る
こ
と
を
次
に
證
明
し
て
舜
昌
作
説
を
確
か
に
し
た
い
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。
二
、
天
文
五
年
の
書
寫
本
佛
教
大
學
圖
書
館
所
蔵
の
訪
書
録
で
此
の
證
如
本
の
あ
る
を
知
り
龍
谷
大
學
數
授
宮
崎
円
遵
博
士
の
御
厚
配
に
よ
つ
て
西
本
願
寺
寶
庫
秘
蔵
書
を
特
別
拜
閲
す
る
の
機
會
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
外
題
に
「黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
抜
書
證
如
上
人
毫
」
と
記
さ
れ
墨
付
紙
數
七
十
九
枚
の
假
名
は
片
假
名
を
用
い
た
寫
本
で
あ
る
。
開
巻
第
一
頁
の
内
題
は
「黒
谷
上
人
傳
繪
詞
第
二
十
一
巻
」
と
あ
り
第
一
段
聖
人
常
二
被
仰
ケ
ル
御
詞
と
あ
つ
て
「上
人
日
ク
云
辷
」
以
下
連
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
に
は
四
十
八
巻
の
申
、
第
三
十
巻
ま
で
を
収
録
し
て
い
る
。
知
恩
院
原
本
と
校
合
す
る
に
先
づ
繪
相
の
な
い
こ
と
に
氣
が
つ
く
の
で
あ
る
。
然
し
其
の
詞
書
の
み
に
つ
い
て
云
え
ば
假
名
を
漢
字
に
書
き
か
え
る
と
こ
ろ
は
あ
る
に
し
て
も
大
體
に
於
て
省
略
す
る
事
も
な
く
忠
實
に
書
寫
さ
れ
て
い
る
。
但
し
と
こ
ろ
ぐ
落
丁
が
あ
り
、
落
丁
の
一
部
は
巻
尾
に
補
綴
さ
れ
て
い
る
の
は
傳
持
の
閻
に
損
失
し
そ
れ
を
後
世
修
補
装
幀
の
際
に
お
け
る
過
誤
の
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
惟
う
に
存
覺
が
舜
昌
本
(知
恩
院
原
本
)
を
書
寫
す
る
時
に
既
に
繪
相
は
除
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は
「
料
紙
の
數
」
か
ら
推
察
し
て
確
か
で
あ
る
。
其
の
存
覺
本
の
内
容
を
其
の
ま
ま
着
實
に
證
如
上
人
が
う
け
つ
い
で
複
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
或
は
若
し
存
覺
本
と
證
如
本
と
の
間
に
介
在
本
が
あ
つ
た
と
し
て
も
其
の
内
容
に
は
さ
ほ
ど
の
差
異
も
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
表
題
に
「抜
書
」
と
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
詞
書
の
抄
略
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
「
繪
詞
傳
」
と
あ
る
の
に
「繪
相
」
を
省
除
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
證
如
本
は
『
存
覺
袖
日
記
』
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
第
五
と
第
六
の
内
容
に
該
當
す
る
部
分
で
あ
る
。
『
袖
日
記
」
に
は
こ
の
第
五
か
ら
次
の
第
八
ま
で
の
巻
數
を
示
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
を
類
推
す
る
と
一
冊
に
五
巻
宛
収
め
て
い
た
も
の
で
こ
こ
で
は
「
第
五
」
に
第
二
十
一
巻
か
ら
廿
五
巻
ま
で
「
第
六
」
に
第
十
六
巻
か
ら
第
三
十
巻
ま
で
を
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
此
の
爲
本
の
初
め
は
上
記
の
如
く
「
黒
谷
上
人
繪
詞
第
廿
一
巻
」
と
委
し
く
書
く
が
次
か
ら
は
「第
廿
二
巻
」
、
「第
廿
三
巻
し
「
第
廿
四
巻
」
「
第
廿
五
巻
」
(但
し
此
の
第
廿
五
巻
の
み
は
首
題
か
ら
一
丁
分
缺
け
て
「
不
隔
若
は
佛
の
在
世
の
衆
生
、
も
し
は
佛
の
滅
後
の
衆
生
云
々
」
と
な
つ
て
は
い
る
が
)
と
な
つ
て
お
り
、
第
廿
六
巻
に
な
る
と
、
全
く
紙
を
改
め
て
黒
谷
上
人
繪
詞
第
廿
六
巻
第
一
段
と
し
て
「
武
蔵
國
の
御
家
人
云
ミ
」
と
寫
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
第
廿
七
巻
」
「
第
廿
八
巻
」
「
第
廿
九
巻
」
と
つ
づ
き
、
第
廿
九
巻
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
光
明
房
宛
の
沙
門
源
空
の
書
歌
が
半
分
ほ
ど
逸
し
て
次
の
「
第
三
十
巻
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
も
な
く
、
第
三
十
巻
の
本
文
の
「
上
人
の
師
範
功
徳
院
の
肥
後
云
辷
」
と
續
い
て
い
る
。
上
記
で
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
第
廿
六
巻
は
具
書
に
さ
れ
て
い
て
存
覺
本
の
「第
六
」
あ
初
め
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
奥
書
と
し
て
は
「
于
時
天
文
五
年
丙
申
六
月
八
日
釋
證
如
之
書
」
と
自
署
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
本
文
と
同
筆
蹟
で
あ
る
か
ら
他
を
し
て
書
寫
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
な
く
證
如
上
人
御
自
筆
本
で
あ
る
。
恐
ら
く
第
一
巻
か
ら
廿
巻
、
ま
た
第
三
十
」
巻
か
ら
四
十
・
八
巻
ま
で
の
分
も
書
寫
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
大
坂
石
山
本
願
寺
、
和
歌
山
鷺
森
、
貝
塚
、
大
坂
天
滿
そ
し
て
京
都
へ
と
本
願
寺
が
轉
々
せ
ら
れ
た
聞
に
散
佚
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
西
本
願
寺
所
蔵
の
黒
谷
聖
入
繪
詞
傳
抜
書
五
三
'
五
四
こ
の
第
廿
一
巻
か
ら
三
+
巻
ま
で
に
し
て
も
前
記
に
と
こ
ろ
ぐ
脆
落
あ
る
を
擧
示
し
た
が
具
體
的
に
示
荏
巻
尾
に
第
廿
暮
の
第
二
段
後
半
に
當
る
熊
谷
入
道
蓮
生
自
筆
發
願
文
の
「同
廿
ご
日
の
夜
、
阿
彌
陀
佛
に
申
さ
嗤
」
か
ら
「彌
陀
の
本
願
見
う
ら
や
ま
せ
給
へ
ど
お
こ
し
た
り
。
故
に
上
品
」
ま
で
と
、
iu
じ
第
廿
七
巻
の
第
四
段
の
源
空
上
人
よ
り
熊
谷
入
道
宛
て
書
状
の
「申
に
不
及
目
出
ノ
度
候
へ
」
か
ら
「熊
谷
入
道
殿
」
ま
で
が
添
え
ら
れ
て
い
る
次
第
で
、
一
時
バ
ラ
く
に
な
つ
て
い
た
の
を
と
り
あ
え
ず
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
存
覺
寫
本
の
「
第
五
」
、
「第
六
」
収
録
を
保
存
せ
ら
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
る
。
三
、
四
十
八
傳
の
複
本
證
如
本
が
四
十
八
巻
傳
複
寫
本
中
の
地
位
を
考
え
て
み
よ
う
。
1
、
完
本
法
然
上
人
行
状
繪
圖
四
十
八
巻
傳
は
餘
り
に
浩
澣
で
あ
る
爲
め
に
完
全
な
寫
本
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
に
は
(A
)
奈
良
縣
當
麻
寺
奥
院
の
四
十
八
巻
傳
で
夙
に
國
寶
(今
の
重
文
)指
定
と
な
つ
て
お
り
、
次
は
江
戸
申
期
に
當
麻
本
を
繪
詞
と
も
に
複
寫
し
た
の
が
(B
)
桑
名
市
吉
津
屋
町
久
村
源
助
氏
所
蔵
(今
は
二
巻
佚
し
て
四
十
六
巻
)
で
あ
る
。
そ
し
て
(C
)
幕
末
に
冷
泉
爲
恭
が
幕
命
を
う
け
て
知
恩
院
原
本
を
書
寫
す
る
際
に
自
ら
の
爲
め
の
分
も
便
乘
作
成
し
門
弟
の
協
力
を
う
け
て
三
本
作
つ
て
い
る
。
今
は
知
恩
院
と
檜
上
寺
と
名
古
屋
市
の
某
家
(若
州
小
濱
酒
井
家
舊
蔵
)
に
傳
は
る
も
、
各
本
佚
睨
多
し
。
2
、
版
本
尚
ほ
元
祿
十
年
(
一
六
九
七
)正
月
十
八
日
に
法
然
上
人
に
「圓
光
大
師
」
諡
號
宣
下
が
あ
つ
た
の
で
此
の
榮
譽
を
宣
布
せ
ん
と
し
て
義
山
に
詞
書
を
讀
み
易
く
手
を
加
え
し
め
、
雲
竹
が
詞
書
、
古
躙
が
繪
相
を
擔
當
し
て
A
「
圓
光
大
師
行
状
畫
圖
」
と
題
し
て
知
恩
院
か
ら
版
行
し
て
い
る
。
義
山
の
加
筆
が
あ
る
だ
け
に
原
本
と
比
較
し
て
出
入
が
あ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
こ
れ
を
見
て
更
に
複
製
し
た
押
繪
風
の
四
十
八
巻
傳
な
ど
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
四
十
八
巻
傳
の
詞
書
は
大
抵
こ
れ
に
よ
つ
て
い
る
か
ら
研
究
者
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
中
外
出
版
の
大
正
新
校
本
、
日
本
繪
巻
物
集
成
本
、
法
然
上
人
傳
全
集
(三
書
と
も
井
川
校
訂
)
は
原
本
に
随
つ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
き
寛
永
二
十
一
年
(
一
六
四
四
)
正
月
B
、
『黒
谷
上
人
傳
繪
詞
』
と
題
し
一
部
十
冊
本
、
片
假
名
畫
圖
な
し
の
版
刻
が
あ
り
、
次
い
で
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
二
月
に
は
C
、
一
部
十
冊
で
平
か
な
繪
入
本
の
刊
行
が
あ
る
。
3
、
抄
本
四
十
八
巻
が
あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
る
の
で
抜
抄
し
た
古
い
も
の
は
大
正
十
四
年
春
京
都
大
學
寄
托
中
に
近
衛
家
文
書
の
整
理
を
す
る
う
ち
に
見
出
し
た
『
黒
谷
上
人
繪
詞
抜
書
』
(所
謂
る
近
衛
本
)
で
あ
る
。
永
享
九
年
(
一
四
三
七
)
八
月
江
洲
金
勝
寺
に
於
て
右
筆
玉
泉
坊
覺
泉
(持
主
正
玉
)
と
あ
る
の
を
文
安
四
年
(
一
四
四
七
)
十
月
廿
五
日
重
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
4
、
詞
書
の
み
A
、
存
覺
本
上
述
の
『存
覺
袖
日
記
』
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
其
の
原
本
は
佚
し
て
い
る
。
B
、
證
如
本
西
本
願
寺
所
蔵
の
天
文
五
年
(
一
五
三
六
)
六
月
八
日
の
證
如
寫
本
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
今
は
巻
二
十
一
よ
り
巻
三
十
ま
で
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
を
省
略
な
く
書
寫
し
て
い
る
點
で
當
麻
本
に
つ
く
べ
き
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
C
、
燈
譽
本
永
祿
元
年
(
一
五
五
八
)
八
月
廿
五
日
燈
譽
八
十
六
歳
の
書
寫
を
臺
本
と
し
て
二
十
一
年
後
の
天
正
九
年
(
一
五
七
九
)
六
月
二
十
五
日
に
三
十
郎
三
慶
が
轉
寫
し
た
も
の
で
袋
綴
装
で
あ
り
泉
州
某
氏
の
所
蔵
で
あ
る
。
D
、
徳
富
本
徳
富
蘇
峯
遺
愛
本
で
、
慶
長
十
二
年
(
一
六
〇
七
)
正
月
京
都
大
宮
歸
命
院
住
僣
文
譽
の
書
寫
に
か
か
る
袋
綴
本
で
あ
る
。E
、
奪
光
親
王
本
後
水
尾
天
皇
は
知
恩
院
尊
光
親
王
を
召
し
て
四
十
八
巻
傳
を
と
り
よ
せ
親
し
く
叡
覽
あ
り
て
こ
れ
希
代
の
名
物
な
り
、
殊
に
數
百
年
の
星
霜
を
お
く
り
應
仁
の
災
火
を
も
の
が
れ
て
四
十
八
巻
具
足
し
て
今
の
世
ま
で
傳
り
け
る
も
又
奇
な
り
。
よ
ろ
し
く
科
重
し
て
宗
門
萬
代
の
規
模
に
そ
な
ふ
べ
し
西
本
願
寺
所
蔵
の
黒
谷
聖
人
繪
詞
傳
抜
書
五
五
五
六
と
勅
諚
あ
り
、
後
昆
に
傅
え
ん
が
爲
め
に
複
製
を
企
て
ら
れ
た
が
事
の
半
ば
に
し
て
尊
光
法
親
王
の
示
寂
に
あ
い
、
遂
に
御
沙
汰
止
み
に
な
つ
た
と
「
知
恩
院
舊
記
抜
萃
」
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
勿
論
原
本
は
な
い
。
5
、
繪
相
の
み
古
書
目
録
本
A
、
「法
然
上
人
四
十
八
巻
傳
從
四
位
下
刑
部
大
輔
飛
彈
守
光
秀
)
と
B
、
「
法
然
上
人
繪
傳
四
十
八
巻
墓
本
、
狩
野
周
信
、
同
古
信
」
の
二
點
を
収
載
し
て
い
る
が
兩
本
と
も
其
の
所
在
を
明
か
に
し
な
い
の
で
果
し
て
繪
相
、
詞
書
と
も
に
完
備
し
て
い
る
も
の
が
、
其
の
何
れ
か
一
つ
な
る
や
ま
た
抄
篤
で
あ
る
か
知
る
由
も
な
い
が
、
畫
師
の
名
か
ら
想
察
し
て
繪
相
を
主
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
る
。
C
、
金
刀
比
羅
本
香
川
縣
金
刀
比
羅
宮
所
蔵
で
あ
る
。
も
と
く
冷
泉
爲
恭
の
遺
稿
品
で
あ
る
。
爲
恭
の
筆
に
な
る
宸
翰
覺
書
斷
簡
の
他
に
法
然
上
人
繪
殘
缺
二
十
二
軸
あ
り
其
の
一
に
「
已
上
四
十
八
巻
狩
野
永
納
寫
之
」
と
署
名
し
た
も
の
も
あ
り
一
見
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
(以
上
拙
著
の
法
然
上
人
繪
傳
の
研
究
參
照
)
(昭
和
三
八
・
六
二
一五
稿
)
